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ゲラートの『優しい姉妹』
における感情の世界
中村元保
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1 
グリスティアン・フュルヒテゴット・ゲラート（ChristianFiirchtegott 
Gellert）が1747年に発表した『優しい姉妹』は，通常，ヨーハン・クリス
トプ・ゴットシエート (JohannChristoph Gottsched）の喜劇理論に対
する批判に基づき，真面白な要素，ときには涙さえ誘うような要素を展開
させるいわゆる「感動喜劇」（das凶hrendeLustspiel）のドイツにおける
最終到達点を示すものとして位置づけられている。この作品に至るまでの
ジャンル史的な経過は，たしかに，従来の「噺笑喜劇J(Ver lachkomodie) , 
もしくは「調刺類型喜劇」（sa tirische Typenkomodie）の中へ，悪徳に
代わって美徳が次第に多く取り入れられてきた過程を表している。この観
点から見れば，『優しい姉妹』は美徳が最大限に描き出されている作品で
ある。そのためこの作品の解釈にあたっては，ほとんどの場合，専らこの
美徳，もしくはそれと結びついている道徳上肯定的なさまざまな人間の性
質が問題にされてきた。しかしそのことは作品解釈に大きな制約を加える
結果となっている。「ゲラートが1747年に最初に彼の『喜劇集』において
発表した『優しい姉妹』においても，彼は善が優位を占めている性格と悪
が優位を占めている性格という確かな対極性を持ち出しているjI）といっ
た見解が多くの解釈の前提になっているのである。ゲラートはこの作品に
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おいて，単に喜劇における美徳の擾位を確立したばかりではない。それと
同時に彼は， ドイツの喜劇の歴史においてはじめて，周囲の状況に応じて
人間の感情がし、かに徴妙にゆれ動くかを，極めて印象深く描き出している。
この作品は単に人間の有徳の振舞によって感動させるのではなく，感情の
世界における人間性の豊かな展開によって感動させるのである。本論は，
ゲラートがはじめて舞台で繰り広げてくれた感情によって支配される人間
心理を，主要な登場人物に即して考察する。2)
2 
この作品ではロットヒェンとユ｝ルヒェンという姉妹と，彼女たちのそ
れぞれの恋人，ジークムントとダーミスの聞のふた組の恋愛関係が中心と
なってハンド、ルングが展開される。妹のユールヒェンは恋人ダーミスによ
って深く愛されている。彼女自身も劣らず彼を愛している。しかし彼女は
自分がダーミスを愛じているという事実を認めることを拒否する。彼女は
彼自身に向かつて次のように言っている。
愛には魅力的なところが沢山あるかもしれません。でも，愛にはそれ
と同時に悲しくて窮屈なところがあって，それが愛のどんなに大きな
値打をも台無しにしてしまうのです。私の姉が生きた実例です。姉は
以前は今よりずっと明るくて， のびのびしていました。（第一幕，第
六場）
私が愛をこのように避けていることを，あなたはひょっとしたら強情
だと思うかもしれません。私自身どうしてなのかわからないのです。
でもそうではありません。言っておきますが，愛なしでいることが私
の心の安らぎには必要なのです。この自由を私にお許し下さい。一体
この悲しい苦しみを感じないといけないのでしょうか。 （第一幕，第
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六場）
ユールヒェンはダーミスに対する彼女の愛の感情に抵抗する。しかし彼女
は， 「彼女にとって謎である愛の感情を理解しないが故に， それに抵抗す
る」めのではない。彼女は愛という感情の複雑な真実の姿をよく知っている。
愛が喜びをもたらすばかりではなくて，悲しみをも伴うものであること，
愛の感情に目覚めると同時に人は心の安らぎを失うことがあることを，彼
女は十分に理解している。愛に関するこうした深い理解に基づいて，彼女
は愛の「この悲しい苦しみ」を味わいたくないという理由から，自分に対
して愛の感情を拒否しようとするのである。しかし彼女はすでに，紛れよ
うもなく愛の感情にとらわれてしまっている。姉のロ vトヒ :r.：.＞＇が妹の心
理状態についてダーミスに，「自分の心が圧倒されていることを感じてい
るからこそ，彼女は愛の勝利を苦いものにするために最後の努力を傾けて
いるのです」（第一幕，第四場）と説明しているが，この分析は鋭い。ユー
ルヒェンは，彼女に主つては「悲しい喜び」（第一幕，第六場）にすぎない
愛によって圧倒されているからこそ，彼女はおよそ愛に関わる一切のもの
を心理的に排除しようとする。彼女は父親のクレーオン，姉のロットヒェ
ン，その恋人ジークムントなどが愛とか結婚を口にすることを極端に嫌し、
とりわけ恋人のダーミスに対しては彼女を愛することを禁止する。彼は止
むを得ず，こまやかな愛情を尊敬に変えることの許しを彼女に乞い，自分
はもはや彼女の恋人ではなくて良き友人であると宣言する。彼女は愛の不
在という虚構を作り上げ，恋人であるダーミスにもその同じ虚構の世界に
参加することを要求するのである。彼女はダーミスを引き込んで，彼とと
もに愛の忌避者を演じようとするのである。
しかし彼女の強い意志と努力にもかかわらず，愛の隠蔽の虚構性は，実
はそれがゲラートの狙いでもあるのだが，愛の感情の極めて自然な，力強
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い発現によってしばしば破綻する。まず，彼女は当然のことながらダーミ
スを愛していることを決して口には出さなし、。しかし，彼女のダーミスに
対する態度が，まさに彼女の彼に対する愛の実在を物語るものであること
を，彼女の周辺の人物が繰り返し証言している。ユールヒェンに「ダーミ
スを愛しています」と言わせるために，姉のロットヒェンは或る策略を考
えつく。彼女は自分の恋人のジーグムントに向かつて，ユールヒェンを怒
らせてダーミスに対する愛を一挙に噴き出させるために，彼女に気がある
ようなふりをしてくれるように頼む。早速行動を起こしたジークムントは，
ロットヒェンに次のように報告している。
ユールヒェンとちょっと話をしてきました。彼女はダーミスさんのこ
とを悪く言ってはいますが，その悪口はどれも愛の告白をそれらしく
ない言葉で語ったものにほかならないように思えます。彼女がこれほ
ど優しいとは思っていませんでした。彼女が自分の考えに従って，愛
を隠そうとすればするほど，愛と友情が彼女の白から，また同時に彼
女の口から語りかけるのです。（第一幕，第十二場）
さらにダーミス自身は，ユールヒェンが心の動揺を卒直に口に出してくれ
たことは，彼女が自分を愛してくれている証拠であると確信し，その喜び
を涙とともにロットヒェンに伝えている。ロットヒェンも，妹が本当はダ
ーミスを愛していること，ただそれが愛という言葉にならないだけである
ことに気づいている。ユールヒェンとダーミスの邪魔をしないように席を
外して二人を窺っていたロットヒェンは，「愛という言葉を使わなくても，
互いに相手に気を配って様子をたずね合ったり涙を流したりすることによ
って，どんなに強い愛の告白でも出来るものだということが分かったわ」
（第二幕，第五場）と洩らし，ユールヒェンはそれに対して怒って見せる
のである。
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ユールヒェンとダーミスが自然の声に逆らって，恋人同士ではなくて友
人同士であることを装う姿には，はじめはおかしみを誘うところがある。
彼女はダーミスに対して愛という言葉を口にすることを禁止しておきなが
ら，自分は愛と友情の本質を比較しつつまくし立てて，自分の考えに同調
するようダーミスに要求する。当惑したダーミスの口数が少くなると，彼
女は彼が不機嫌になったのではないかと心配する。しかし彼女は，ダーミ
スがもはや彼女の恋人ではないのだから，彼のためを思って自分まで同じ
ように不機嫌になる必要はない，と自分に言って聞かせる。しかしそう言
いながらもやはり彼女は，黙っているダーミスに，「一体いつからこの私は
あなたにとってどうでもよい人聞になってしまったの」（第一幕，第六場）
と本音を洩らしてしまう。ダーミスと話したあとひとりになったユールヒ
ェンは，「でも私はどうしてこんなにそわそわしているのだろう。彼を愛し
ているわけではないのに」（第一幕，第七場）と，隠し切れない心の動きを
口に出す。ダーミスはユールヒェンによって引き込まれた彼女の虚構の世
界で，恋人ではなくて友人の役を演じることにもはや耐えられなくなる。
彼は彼女に言う。「本当のところ，私は大変不幸なのです。私があなたとお
会いし， お話すればするほど， あなたが不満をお持ちになるからです。」
（第二幕，第二場）ダーミスが愛の言葉を口にせずに単なる友人を装うこ
とは，ユールヒェンが本当は彼を愛しているのだという意識がその前提と
なっていた。二人の聞に愛の関係が実在していることの確信が，愛の隠蔽
のための演技を成立させる。しかしロットヒェンを弁護したことでユール
ヒェンが彼に皮肉を言うと，ダーミスは不安にかられて，「なぜあなたは私
の誠実さを疑うのですか」（第二幕，第二場）と彼女を非難する。ずっとユ
ールヒェンの不満を見てきた彼は，ここに至って遂に，このままでは二人
の愛の関係が本当に損なわれるのではないかという恐れを抱き，友人を装
うことを止めるのである。彼は彼女の自由を奪うことなく，一切の報い，
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一切の希望を当てにせず，ただひたすら彼女を愛する決心を彼女に打ち明
ける。彼女は自分を束縛せずに愛するという彼の申し出を認め，自分だけ
はなおも虚構の世界で愛の不在を演じ続ける。しかし彼女もダーミスの場
合とよく似た状況でついに愛の告白をするに至る。ユーノレヒ zンに魅力を
感じて彼女の気を引こうとするジークムントは，ダーミスが彼女よりもず
っとロットヒェンに好意を持っていると彼女に断言する。ダーミスの裏切
りの可能性を知らされたユールヒェンは，心の平静さを失ってしまう。彼
女の愛の不在のポーズは，あくまでダーミスの変わることのない愛を前提
としていた。しかし今や彼女は，ダーミスと彼女の愛の関係が危機に瀕し，
それとともに，愛の感情を隠す彼女の演技が根拠としていた基盤が崩れる
のを感じる。こうして彼女は現実におけるダーミスとの関係の修復を図る
ために，ょうやく虚構の世界を脱け出すのである。ユールヒェンのこのよ
う念感情の動きは，「ジークムントの陰謀による彼女の嫉妬が，本当は彼女
はダーミスを愛しているのだということを突然彼女に教えるJのといった
単純なものではない。
3 
ロットヒェンの恋人ジークムントは彼女によって献身的に愛されている。
彼も彼女の愛に誠実に応えている。しかし戸 γ トヒェンが妹のユーノレヒェ
ンに愛の感情を自覚させるために一計を案じ，ジークムントにユールヒェ
シに対して気があるようなふりをすることを頼んだことから彼の運命は狂
い出す。恋人の言いつけに従ってユールヒェンに会ったジークムントは，
彼女が思いがけない優しい気質の持主であることを知る。彼は次第にユー
ルヒェンに好意を持つようになり，ロットヒェンに対する愛情とのディレ
ンマlこ苦しむが，ユールヒェンの魅力に惹かれて彼女を諦め切れない。し
かし彼が彼女に自分の思いを伝えようとしても，彼女の方はまったく取り
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合わない。窮地に陥ったジーグムントは，ロットヒェンはダーミスに気が
あり， zールヒェンがダーミスよりもこの私に好意を寄せている，という
話を作り上げて彼女たちの父親に吹き込む一方，ユールヒェン自身にも，
ダーミスは戸ットヒェンの方を選ぶと言ヮて，彼女の心の動揺を狙い，自
分を売り込もうとする。しかしユールヒェンはダーミスの変心を知らされ
ると激怒し，ジークムントは退散せざるをえない。そのうち戸ットヒェン
のもとに匿名の手紙が届き，ジークムントの裏切りを知らせる。彼はその
手紙に腹を立てるが，今やユールヒェンを断念せざるをえない。彼はふた
たびロットヒェンの愛に頼ろうとするが，彼の不実を知った彼女に追い出
される。
誠実な恋人から不実な裏切者へと変身するジークムントの性格は，グル
ト・マイ（KurtMay）が述べている通り，たしかに発展よりもむしろ断
絶を示しているかに見える。
ジークムントの性格における発展はあくまで見せかけ上のものにすぎ
ず，被の性格は，彼がまともな人聞から悪人へと突然変身することに
よヮて打ちこわされ，それをあとから性格描写を加えて繕っている。
その性格描写は，彼がふしだらであったことをあとから証明するもの
であるが，それまでに示された彼の性格のいろいろな証拠とは矛盾し
ている。したがってここには，発展はなくて断絶がある。5)
ζれに対してギュンター・ヴィッケ（GunterWicke）は，ジークムント
を「この作品における悪徳の敵役」6）と規定し，こう言っている。
老グレーオンの素朴な誠実さ，若い二人の涙にぬれた対話，ロットヒ
ェンの優しさを特徴づけている心のこもった感じが終始ジークムント
には欠けている。ジークムントの言葉は形式的で冷やかである。
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［…］ジーグムントはたしかに外面的に見れば有徳のλ物であるが，
心の清らかさが欠けているために，運命が彼に送った最初の試練に負
けてしまう。したがって，彼の性格は分裂しているのではなくて，ゲ
ラートの意図の意味において首尾一貫しているのである／）
このふたつの解釈の結論は正反対であるが，いずれも美徳と悪徳の問題を
立脚点としている点で同じである。マイの解釈は善人から悪人への変身に
描写の一貫性の欠如を見ており，ヴィッケの解釈は，変身したあとの悪徳、
の人物としての性格がジークムントの内面を貫いていると見ている。しか
しホルスト・シュタインメッツ（HorstSteinmetz）は，ヴィ vケが試みて
いるような性格づけでは，ジークムントがこの作品で果たしているドラマ
トゥルギー上の役割のほんの一部しかとらえられないと批判し，次のよう
に述べる。
このようにジーグムントの人格の統一は造作無く打ちこわされる。突
然，まったく思いもかけずジ｝クムントは第二幕において不実な歎騎
者に変身する。これまで何度も主張されてきた通れ彼の変身はゲラ
ートが目指した心理的な性格研究の結果を示すものとはまず言えない。
この場合ジーグムントを，付与される価値が必要に応じて変わりうる
機能的人物（Funktionsgestalt）と考える方が， むしろ彼の行動と思
考の急変をよりよく説明できる。すなわちこの人物は，まずロットヒ
ェンの持つ優しい美徳の讃美に役立ち，それからユールヒェンに対す
る陰謀の成功に貢献し，また作品の第三幕においては，不実な男の正
体暴露と裏切者からのロットヒェンの救済に努める残りのすべての人
物たちにおける美徳の不変を間接的に写し出しているのである。8)
この作品は伝統的な「調刺類型喜劇」の場合と類似の基本的構造を持って
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いる。すなわち，強情という悪徳にとらわれているユールヒェンの改心の
ために，まわりの善意の人々が陰謀をめぐらして彼女を理性的な認識へと
導き，ふた組の幸福な結婚によって最後が飾られる，という筋の展開が考
えられるだろう。しかしシュタインメッツによれば，こうした古い喜劇の
構図を破って，この作品を「感動喜劇」として成立させている最大の要素
はジークムントの不実である。彼はこうした機能を負わされているからこ
そ，心理的に分裂を見せるのはむしろ当然なのである。9)
シュタインメッツのこの解釈は，ジークムントの性格の分裂，矛盾を認
めた上で，ゲラートがこの人物に与えているドラマトゥルギー上の役割，
すなわち「感動喜劇」としてのハンドルングを促進させる機能という観点
からこれを説明したものである。しかしジークムントを単なる機能とする
考え方は，彼を結局は悪徳の人物と規定する解釈と同じく，ゲラートがこ
の人物において展開している極めて人間的な感情の世界に対して目を閉ざ
す結果となった。
ジークムントの恋人ロ事トヒェンは父クレーオンに対して，自分がいか
に深〈ジークムントを愛しているかを語り，その愛情の性質を彼女にとっ
て最高の価値を意味する「優しい」（zartlich) という言葉で説明してい
る。彼女はジークムントの好意に応えるには，彼を「優L,＜」愛さなけれ
ばならない。彼女と父とのやりとりを立ち聞きしていたジークムントは大
いに感激する。
いや，私はまだあなたの心を自分のものにする値打はありません。し
かし私は，あなたが駄目な人聞に心をくれてやったのではないことを
分かっていただけるように，生涯にわたって努力するつもりです。あ
なたのお志はなんと気高いのでしょう。私はあなたの恋人にふさわし
い財産を失ってしまいました。でも私のこの不幸のために，あなたの
10 
愛がし、ささかでも少なくなることはありませんでした。むしろ，あな
たは私に対していっそうの好意をお示し下されそのため私は不幸を
乗り切る気力を持つことができました。このゆるぎない優しさはあな
たにとって栄誉であり，すぐれた心だけがその値打を知っています。
私は，もしもあなたを愛することをいつか止めることがあれば，この
世のすべての人々の憎しみを受けても仕方がないでしょう。（第一幕，
第三場）。
ジークムントは父の訴訟のために財産を失ったが，ロットヒェンの彼に対
する愛情がそれによって動じるどころか，かえって強まりさえしたことを，
彼は高く評価している。しかし彼のこの評価は，ロットヒェシの個人的感
情としての愛に向けられているよりも，むしろ彼女の性質の道徳的長所，
すなわち美徳という側面に向けられている。だからこそ，彼は彼女の「優
しさjを彼女にとっての「栄誉」として讃えるのである。たしかに彼は彼
女に愛の告白をするが，ユールヒェンに対ナるダーミスの愛と比べると，
ジークムントのロザトヒェンに対する愛の受動性は明白である。ゲラート
はこうした相手の有徳の性質によって生じた愛が，個人的，人間的な魅力
に接した場合にどのように動揺するかを描き出す。
ジークムントは，ユールヒェンを改心主せるためのロットヒェシによる
陰謀において中心的な役割を担わされ，ユールヒェンと密接な関係を持た
なければならない。彼女に会った彼は，彼女が強情なだけの女性ではなく
て，「優しし、」心を持っていることを知る。ユールヒェンに気があるように
振舞うという役を演じているうちに，彼は本当にユールヒェンの魅力の虜
となってしまう。ゲラートは，この聞のジーグムントの心の動きを，主と
して彼の次のような独白の形で措いている。
なんとひどい知らせだろう一一ユールヒェンに←一騎士領がそっくり
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一向これほど魅力のある，これほどの美しさと上品さを持っているユ
ールヒェンに一ーもしおれが戸ットヒェンの値打を知らないのなら，
ユールヒェンがーーしかしユールヒェンだ、って徳操が高く一高潔で
一一賢明で一一純真ではないか。彼女はしとやかそのものではないか。
ロットヒェンはそれほど慎み深いのか。それとも一一ああ，おれはど
うしたのだろう。いまいましい愛よ，お前はおれをなんと苦しめるこ
とか。意志に反してでも，どうしても不実になってしまうことがある
のだろうか。（第二幕，第十場）
いやな奴だ，このおれは。なんということをしたのだ。夢中になって
おれを愛してくれているもっとも誠実な心を裏切るのか。このおれが
一一それにしても，ユールヒェンはなんと美ししなんと魅力的なの
だろう。彼女は彼をまだ愛していないーそしておれは，このおれに
好意を持っているのか。しかし理性が一一理性は黙らせておけばいい
一一事を運ぶのは心に委かせたい一一思惑通りにならなくても，おれ
にはまだロットヒェンが確保されている一一ユールヒェンに惚れこん
だふりをせよとおれに命令したのは，彼女自身ではなかったか。では
そのために彼女を裏切るのか。どうなのだ。（第二幕，第十二場）
これはうまくいくぞ。ユールヒェンは今におれのものに一一彼女は美
しし裕福で上品だ。誠実で気高いーーしかし，もしロットヒェンに
おれのもくろみが知れたらどうだろう。彼女はおれの心を呪わないだ
ろうか一一いや，彼女は大丈夫だ。おれを愛している一一しかし何が
おれを苦しめているのか。おれが彼女にした誓いなのか一一変わらぬ
愛の誓いなんか無効だ。天もそんなものを聞きはしない一一おお，ユ
ールヒェンよ，お前はなんと魅力的なのだろう。お前を自分のものに
すること，これは当然の願し、ではないか。（第二幕，第十七場）
12 
姉妹の伯母の遺言により，はじめは，ユールヒェンが騎士領を相続したと
いう知らせが入る。自分に財産がないこと，およびユールヒェンの恋人ダ
ーミスが裕福であることをつねに意識しているジークムントにとって，こ
の遺産相続は無関心でいられる問題ではない。しかし彼が遺産を狙ってユ
ールヒェンに近づいたと考えるのは正しくない。彼はユールヒェンが遺産
を相続したと知る前から，すでに彼女に魅せられている。そして彼の心の
中では，ロットヒェンへの愛とユールヒェンに傾く気持の葛藤が次第に強
まり，それが彼を苦しめる。円、まいましい愛よ」という彼の呼びかけは，
彼が自分の意志に反して，愛の感情にし、かに強く圧倒されているかを端的
に物語っている。戸ットヒェンの「優しさ」は，彼にとって人間の模範的
性質，すなわち彼女にとっての「栄誉」ではあっても，彼女の個人的な魅
力と結びついたものではない。しかしユールヒェンの「優しさ」は彼にと
って，彼女の数々の個別的な人間的魅力と不可分の関係にある。彼は理性
に沈黙を命じ，感情に身を委ねることを決意するが，かれの内面的葛藤は
強まれわれわれは繰り返し彼の苦悩の姿を見せられる。この苦しみから
のがれるために，彼は自己欺臓の助けを借りる。すなわちユールヒェンに
惚れ込んだふりをすることは，ロットヒェン自身の命令であったことを自
分に言い聞かせ，また，匿名の手紙によって裏切りが知れわたり，止むな
くユールヒェンを断念せざるをえなくなると，「おれは不実であったわけで
はない。 そうではなくて， ただそうなろうとしただけで済んだのだ」（第
三幕，第八場）とうそぶき，もとの恋人戸ットヒェンのところへ戻ろうと
する。
こうしたジークムントの性格描写に矛盾や断絶があるのだろうか。彼の
感情の動きは克明に，そして自然に従ったものとして描写されている。彼
は「まともな人聞から悪人へと突然変身する」10）のではない。われわれは
ジークムントの葛藤の苦しみの中に，感情が彼を圧倒してし、く過程を見る
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ことができる。彼の言葉に「形式的で冷やか」11）なところが感じられると
すれば，それはロットヒェンに対する彼の愛の受動的性格に由来するもの
であって，決して彼lこ「心の清らかさが欠けている」12）ためではない。作
品の結末のところで彼が洩らす「呪わしいのは愛だ」（第三幕，第二十場〉
というひと言は，愛の感情の世界におけるひとつの極から他の極へと，彼
の意志の力を越えてめぐり歩くことになった人物の，極めて人間的な苦悩
を表現している。ジークムントは単なる機能ではなくて目的である。
4 
作品の冒頭における父グレーオンと姉娘ロットヒェンの対話は，当時の
「感動喜劇Jの特徴をもっとも典型的に示している。グレーオンはロ γ ト
ヒェンに，妹ユールヒェンがその恋人ダーミスの愛を早〈受け入れるよう
にしむけてほしいと頼む。ユールヒェンは美ししダーミスは裕福で，こ
の二人の結婚はロットヒェンにとってうらやましいものであるはずだが，
彼女には妬みの気持はまったくない。彼女はまともな教育も受けていない
のに大変賢い女性で，ジーグムントを愛している。
もし私がこれほど優しく愛していなければ，心の安らぎはないでしょ
う。と言いますのも，ジークムントさんがほかの多くの女性を差しお
いて，この私に寄せて下った好意にお応えするにはそれしかないので
すもの。考えてもみて下さい。私は美しくもないし，金持でもありま
せん。長所は私の純潔しかありません。あの方は私をこの世で一番可
愛い人であるかのように，申し分なく愛して下さっているのです。
（第一幕，第一場）
彼女のジーグムントへの愛に彼女の利己心の表われを見るのは間違ってド
る。 ロットヒェンにはエゴイズムはない。13）はじめ誤って，ユールヒェソ
14 
が伯母の遺産の相続人になヲたという知らせが届いたとき，被女iま自分の
ことのように喜ぶのである＠
しかし，， ＂／トヒ早シをまるで美徳の権化のように受け取るのは Eしく全
い。たしかlごとの父と娘の対話は，ロットヒ旦 γを並外れた有徳の女性と
して印象づける。父は無私，寛大，自己犠牲といった娘の肯定的な性質を
轟ゆちぎり，他方，娯はそれに応える態度を通してますます徳操の高い自
分を示し，それによフてふたたび父の称賛を引き出す。シ品タインメッツ
はこの対話の特徴を適切にとらえて「弁証法的応酬!JIめと名づけている。
しかし彼は続けて，「競い合って美徳を口にする倦むことを知らぬ熱心さ
が，結果として人物の→面的様式化をもたらし，人物はこうしてまたして
も類型にな。てしまう」！5）と述ぺているが， それはま？たく正当性を欠い
た主張である。さらにまた，ロットヒ再ンが綾女の美徳の絶対的要請に徳
司ていて，「この作品では，美徳はその過度の故に悪徳に変わらんとしてい
るJ16）とする解釈もあるが同意できない。
将ットヒ＂＂ ；／／ま嫌悪されるぺき人物でもなければ，単は称賛の的になる
べき人物でもない。彼女はこの作品の中のほとんどの人物と同様と，観客
が心から共感しうる人物である。妹のユールヒェンが伯母の遺産を相続し
たことをジークムントに告げるとき，神の御手による幸福の公正な分配を
信じるように彼を説得するロットヒェンの態度は，彼女に対する彼の評価
がそのために低くなるのではないか，という恐れを彼女が抱いていること
を感じさせる。ジークムントが自分の不実をひとり言で告白しているのを
聞いた，とユールヒェンが彼女に打ち明けると，彼女は「これが誠実に対
ナる報いなの」（第三幕，第十八場）と嘆く。「私を憐れんでください」（第
三幕，第二十場）というこの作品の最後の言葉は，一体誰に向かつて語ら
れたのだろうか。いずれにせよ，彼女iま何まりも同情をひきおこすペ守人
物なのである。
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5 
この作品には通常の意味での劇的なハンドルングの展開は見られない。
なぜなら，ゲラートの目的は出来事の描写にあるのではなく，人間の態度，
振舞をその根底にある心の問題として描き出すことにあったからである。
この意味で，ハンドルングはそれぞれの人物の内面にある。この新しい喜
劇は，人聞を美徳や悪徳の単純な類型から解放した。ここには，市民的日
常生活におけるさまざまな状況に対応して変化する感情の世界が，従来の
悲劇にも喜劇にも見られなかったほどの広がりと深さにおいて表現されて
いる。この作品はドイツにおける「感動喜劇」の最終の到達点を示すと同
時に，観客の深い同感を呼びうるドイツで最初の恋愛心理劇となっている
のである。17)
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